
■ 記念すべき第１回大会の会場に大分県も加わる
本年10月６日～９日の４日間にかけて、福岡県・熊本県・大分
県を舞台に「ツール・ド・九州」の第１回大会が開催されます。
本大会は国際自転車競技連合（UCI）の公認を得ており、国内外
のトップ選手が参加する国際サイクルレースです。（九州のいず
れかの県を会場として今後も毎年開催する予定）
大会の開催を通じ、大分や九州でのサイクルスポーツ人口の底
上げや観光・宿泊等の経済効果に加え、今後のスポーツツーリズ
ムの推進も大いに期待されます。

新
し
い
年
の
幕
が
開
け
ま
し
た
。
旧
年
中
に

賜
り
ま
し
た
皆
様
か
ら
の
心
温
ま
る
御
支
援
に

心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
世
界
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今
ま
さ
に
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Ｕ
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Ａ
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ー
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）
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に
あ
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と
言
わ
れ
ま
す
。
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Ｕ
Ｃ
Ａ
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は
、九
〇
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冷
戦
終
結
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米

国
の
軍
事
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門
で
発
生
し
た
言
葉
の
よ
う
で
す
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近
年
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化

や
社
会
・
気
候
な
ど
あ
ら
ゆ
る
環
境
が
複
雑
さ

を
増
し
、
先
行
き
が
不
透
明
で
将
来
予
測
が
困

難
な
状
態
を
さ
す
用
語
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
部

門
で
も
良
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
を
震
撼
さ
せ
た
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
加
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
や
資
源
・
物
価
高

騰
な
ど
予
測
で
き
な
い
事
態
が
次
か
ら
次
へ
と

出
現
し
、
誰
も
が
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
を
実
感
し
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

識
者
に
よ
る
と
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
は
こ
の
先

も
続
く
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
予
測
困
難
に

あ
る
と
は
言
え
、
地
方
創
生
の
前
進
や
高
齢
社

会
へ
の
対
応
な
ど
様
々
な
課
題
が
山
積
す
る
な

か
、立
ち
止
ま
っ
て
い
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

今
年
の
干
支
は
「
癸み
ず
の
と
う卯
」。
こ
れ
ま
で
の
努

力
が
実
を
結
び
、
勢
い
よ
く
成
長
し
飛
躍
す
る

よ
う
な
年
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
春
に
新
た
な

大
分
県
政
が
動
き
始
め
る
節
目
の
年
を
迎
え
、

希
望
と
活
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
大
分
と
な
る
よ

う
全
力
で
頑
張
ら
ね
ば
と
心
新
た
に
決
意
し
て

お
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

二
〇
二
三
年　

元
旦

振り返る2022年

１１月月

▲

新型コロナ感染が再拡大 
（写真：南太平寺　杵築社の竹
灯籠）
初詣で「今年こそコロナの終息
を」と願うものの、１月中旬か
らオミクロン株の急拡大によ
る第６波を迎えることとなる。

▷「アジアの安定と日米同盟」 
講師：ロバート・Ｄ・エルドリッヂ 氏、 

「宇宙港がもたらす大分の未来」講師：ANA ホール
ディングス　鬼塚慎一郎 氏ほか

２２月月

▲

おおいたそらはく 
（別府ビーコンプラザ）
宇宙技術および科学
の国際シンポジウム
（ISTS）大分別府大会
の開幕イベントとし
て開催。大分空港がスペースポート（宇宙港）として
スタートすることを実感。

▷「新型コロナウイルス感染症の今後を考える」 
講師：昭和大学医学部客員教授　二木芳人 氏、 

「調査活動からみた大分」講師：日本政策投資銀行　
大分事務所　佐野真紀子 氏ほか

３３月月

▲

県議会手話講座
大分県手話言語条例
の制定から１年が経
過。手話への理解と
普及をさらに広げて
いきたい。（練習を重ね、手話で自己紹介できるよう
になりました）

４４月月
▲

「るるパーク」として開園
大分県農業文化公園の愛称
を公募し、憩え「る」、遊べ
「る」・・・から、「るるパーク」
に決まる。四季折々の花々
が楽しめる人気のスポット
に。（写真はネモフィラ畑）

▷「デジタル変革で加速」 
講師：大分県知事　広瀬勝貞 氏、 

「岸田政権の経済政策を読み解く」講師：㈱大和総研
経済調査部　神田慶司 氏ほか

５５月月

▲

東アジア文化都市2022 
大分県開幕式典（別府市）
2022年の東アジア文化都市
に大分県が選定。中国の温
州市・済南市、韓国の慶州市
とともに、年間を通じて文化
事業や文化交流を行い、相互
理解と連帯感の形成を促進。

▷「新型コロナウイルス対策の現状と今後の見通し」 
講師：NPO 法人 医療ガバナンス研究所理事長　上
昌弘 氏、けんしん大学「ビジネス素養としての宇宙」
講師：日本文理大学工学部 教授　中川稔彦 氏ほか
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す。地元チーム「スパークルおおい
た」の活躍に期待します。
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公式LINEはコチラ
木田昇の議会・政務活動を随時更新中。

＊ＱＲコードからお友達登録を
  よろしくお願いします。

県民クラブＨＰはコチラ
　https://kenmin-club.com/

ご意見・ご要望なども、
お気軽にご連絡ください！

少
し
前
ま
で
は
、
費
用

対
効
果
を
表
す
「
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
を

略
し
て
「
コ
ス
パ
が
良

い
」
と
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、最
近
新
た
に
「
タ
イ
パ
」

な
る
用
語
が
登
場
し
て
い
ま
す

▼「
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」

を
略
し
た
言
葉
で
、
あ
る
事
に

費
や
し
た
時
間
に
対
す
る
満
足

度
を
表
し
ま
す
。「
タ
イ
パ
」
を

上
げ
よ
う
と
、
動
画
や
音
声

デ
ー
タ
を
倍
速
で
視
聴
す
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
や
会
話
で

大
切
な
役
割
を
も
つ
「
間
」
が

省
か
れ
る
こ
と
は
少
し
残
念
に

感
じ
ま
す
▼
そ
う
は
言
っ
て
も

「
時
は
金
な
り
」
で
す
の
で
、「
タ

イ
パ
」
も
意
味
は
当
て
は
ま
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
現
実
に
は
、

昨
今
の
物
価
高
騰
に
あ
っ
て
賃

金
や
年
金
な
ど
月
々
の
収
入
な

く
し
て
生
活
は
成
り
立
た
ず
、

や
っ
ぱ
り
「
コ
ス
パ
」
が
大
切

で
す
▼
日
本
の
最
低
賃
金
の
平

均
は
９
６
１
円
。
ち
な
み
に
大

分
県
は
８
５
４
円
で
東
京
の
１

０
７
２
円
に
対
し
２
１
８
円
の

差
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
世
界

の
最
低
賃
金
を
ド
ル
ベ
ー
ス（
２

０
２
０
年
時
の
デ
ー
タ
）
で
比

較
す
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

が
13
ド
ル
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ

ツ
は
12
ド
ル
に
対
し
、
日
本
は

８
・
２
ド
ル
で
韓
国
の
８
・
９

ド
ル
を
も
下
回
っ
て
い
ま
す
▼

全
国
平
均
１
０
０
０
円
台
到
達

と
地
域
差
の
縮
小
が
最
賃
改
定

の
課
題
で
あ
っ
た
は
ず
で
し
た

が
、
ま
だ
道
半
ば
。
今
年
こ
そ

こ
の
二
つ
の

課
題
を
敢

然
と
ク
リ
ア

し
て
も
ら
い

た
い
。

竹の子記

６６月月

▲

「ロシア・ウクライナ 
戦争と日本の安全保障」 
講師：東京大学先端科学 
技術研究センター　 
小泉　悠 氏
ウクライナ情勢のテレ
ビ解説者としてお馴染
み。ソ連崩壊以降、日本では貴重な存在となっ
たロシア研究家の一人。因みに奥様はロシア人
とのことでした。

▷「ウクライナ戦争と平和の条件」講師：神奈川
大学法学部 特別招聘教授　下斗米伸夫 氏、 

「事例から学ぶ DX」講師：富士通㈱　武田幸治 
氏ほか

７７月月

▲

豊肥・地域高規格道路 
建設促進期成会（竹田市）
大分市と熊本市をつな
ぐ中九州横断道路（全
長約120km）の早期完
成をめざす。今年度は竹田 ICと波野 IC間に着
工。犬飼 IC から大分市へのルート決定が急が
れる。

▷「異能が輝く社会を創る」講師：㈱デジタルハー
ツプラス　畑田康二郎 氏、「参院選挙後の岸田
政権の展望と課題」講師：政治解説者　篠原文
也 氏、豊府校区防災士協議会避難所調査（豊府
小学校）ほか

８８月月

▲

夏休み子ども議会見学
今年度は県内中学生を対象に実施。県議会の仕

組みを勉強し、議
場の見学、議員と
の名刺交換など
を体験。議場で
は、子ども達が議
員になって私た
ち議員へ質問。

▷全国乾しいたけ
振興大会 in オーガニックシティさいき（佐伯
市）、平和祈念の集い、新年度予算編成に関する
県知事要請、東九州自動車道建設促進地方大会、
全国政策研究集会（静岡市）、地域課題別研究会
in 大分市・津久見市ほか

９９月月
▷「人口減少・超高齢化社会における社会保障の

在り方」講師：大分県副知事　吉田一生 氏、 
安倍晋三元首相の「国葬」にあたっての知事・
教育長に対する会派要請、けんしん大学「宇宙
で動き出した大分県」講師：（株）minsora 代
表取締役　高山久信 氏、「いちご一会とちぎ国
体」大分県代表団結団壮行式ほか▲

第75回県民スポーツ大会・ 
射撃競技（由布市）
2022年度から大分県ライフ
ル射撃協会の会長に就任。
初仕事は、大会の開会挨拶
と表彰式。（写真はビーム
ピストルの試技。もちろん
弾は飛び出しません）

1010月月
▷ OITA サイクルフェス、ホーバークラフト旅客

ターミナル起工式、石棺様まつり、青年会議所全
国大会ほか

▲

宗麟公まつり・ 
大友氏遺跡フェスタ
地 元 紙 の 連 載 小 説「 誾
-GIN-」を執筆の赤神諒氏を
招いてのトークショーを開
催。舞台となる福岡県から
立花誾千代（左）と宗茂（右）
のキャンペーン隊も来場。

1111月月
▷豊府校区防災士協議会研修会、大友氏顕彰

フォーラム in 大分、こうざき校区福祉健康フェ
スタ、東アジア文化都市2022大分県閉幕式典、
けんしん大学「生活習慣病に対する理解と予防」
講師：大分県栄養士会　中村佳子 氏ほか▲

第45回全国育樹祭
第１回目の育樹祭は45年前
に別府市で開催され、大分
県は記念の地。秋篠宮皇嗣
同妃両殿下のご臨席のもと、
緑の少年団など未来を担う
子どもたちも全国から参加。

1212月月
▷第４回定例県議会閉会、大分トリニータを支援

する議員連盟総会ほか▲

大分県飲酒運転根絶フェア
「飲酒・酒気帯び」運
転は何であろうと厳禁
です。「コロナ禍」で飲
食の機会は減っている
ようですが、飲み会の
翌朝の運転前には念に
は念を入れてアルコー
ルチェックの徹底を。

　昨年末の議会では、国の経済対策及び円安や
ウクライナ情勢などの世界経済の変動による
原油・物価高騰の県経済への影響を踏まえ、経
済活動の活性化、省エネ設備導入の支援や災害
に強い強靱な県土づくり等を進める補正予算
を議決いたしました。

＜補正後の一般会計予算＞
補正額の合計：	 ４０，０２１，０７２千円
既決予算額　：	７３４，６９６，０３８千円
累計予算総額：	７７４，７１７，１１０千円

（歳入財源の内訳）
○地方交付税：	 ８，９２３，３４８千円
○国庫支出金：	 ２０，３２４，９４７千円
○県　　　債：	 ８，４３０，０００千円
○そ　の　他：	 ２，３４２，７７７千円

【事業概要】　＊【】内の額は補正後の累計額
１．伴走型出産・子育て応援事業
　子育て世帯の経済的負担を軽減するため、妊
娠や出産を届け出た妊婦等に対し応援金の給
付等を行う。
・	給付額：10万円（国２/３、県１/６、市町村１/６）
 ＊妊娠届出時に５万円、出生届出時に５万円
・	給付対象：令和４年４月以降に届け出た妊
婦や子育て世帯
	 【７５０，０００千円】

２．送迎用バス安全確保推進関連事業
　バス送迎時における児童や
生徒の安全を確保するため、
保育所等が行うバスの安全装
置整備に対し助成する。また、
特別支援学校のバスに安全装置を整備する。
・	保育所等（203台）	 ３９，４５０千円
・	特別支援学校（20台）	 ４，０００千円
	 【４３，４５０千円】
３．地域再生可能エネルギー導入推進事業
　地域への再生可能エネルギーの導入を推進
するため、太陽光発電等を導入する一般家庭や
民間事業者に対し助成を行う。
・太陽光発電：一般家庭　　７万円／ kW
　　　　　　		民間事業者　５万円／ kW
・蓄電池：１／３（限度額５．１６万円／ kW）
	 【１７１，６００千円】
４．�国土強靭化５か年加速化対策関連�
公共事業（土木・農林水産関係）

　災害に強い強靭な県土づくりを加速させる
ため、緊急輸送道路の整備や河道の掘削、ため
池の耐震化や農業水利施設の長寿命化等に集
中的に取り組む。	【２７，４５５，３５１千円】
５．エネルギー関連産業成長促進事業
　原油・物価高騰の影響を受けにくい強靭な
脱炭素社会実現のため、事業者のエコエネル
ギーへの転換を支援する。
・	太陽光発電と蓄電池を組み合わせた自家消
費型エネルギー設備等の導入支援
補　助　率：３／４

限　度　額：1,000万円（下限100万円）
対象事業者：社会福祉法人、医療法人等

	 【１，１２９，０５２千円】
６．地域消費喚起プレミアム商品券支援事業
　県内消費の下支えによる地域経済の活性化
を図るため、プレミアム付商品券を発行する商
工会・商工会議所等に対し支援する。
・	プレミアム率：30％	
（県20％、市町村10％）
・		発行規模：130億円程度	
　	 【３，６１４，０００千円】
７．観光誘客緊急対策事業
　コロナ禍の影響を受けた観光関連産業を支
援するため「全国旅行支援」の割引原資の増額
を行う。	 【６，１４０，１４４千円】
８．国内観光需要回復促進事業
　「全国旅行支援」終了後も引き続きコロナ禍
からの観光関連産業の回復を図るため、宿泊客
を対象とした割引支援を実施する。
（計算例）
宿泊代金の20％相当（最大
５千円）＋２千円／人・泊
・限度額：７千円／人・泊

【１，４６０，９５３千円】
９．インバウンド推進事業
　水際対策緩和や円安で回復基調にあるイン
バウンド観光を更に県内に取り込むため、各
国・地域の状況に応じた誘客対策を実施する。

【３０１，５７７千円】

＋30%
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原油・物価高騰の影響
災害対策等へ補正予算


